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【
分
会
教
宣
部

小
泉

淳
子
】

第
70
回
日
本
母
親
大
会
が
９

月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
に
渡

り
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

70
年
間
の
歴
史
も
ア
メ
リ
カ

の
水
爆
実
験
に
よ
り
、
ビ
キ
ニ

環
礁
で
日
本
の
ま
ぐ
ろ
漁
船
第

五
福
竜
丸
が
被
災
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
で
千
隻
近
い

漁
船
が
被
災
し
た
こ
と
が
判
明

し
て
、
広
島
、
長
崎
に
つ
ぐ
３

度
目
の
被
爆
に
母
親
達
は
怒
り
、

平
塚
ら
い
て
う
さ
ん
ら

６
人
は
全
世
界
に
向
け

「
原
水
爆
禁
止
の
た
め

の
訴
え
」
を
送
り
、
１

９
５
５
年
ス
イ
ス
の
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
で
世
界
母
親
大

会
の
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
６
月

第
１
回
日
本
母
親
大
会

が
東
京
で
開
か
れ
２
０

０
０
人
の
女
性
が
集
ま

り
、
河
崎
な
つ
さ
ん
を

団
長
に
14
人
の
代
表
を

世
界
大
会
に
送
り
出
し

ま
し
た
。

現
在
日
本
全
国
に
広

が
り
世
界
平
和
の
為
に

力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

《
１
日
目
》
分
科
会
が

日
本
教
育
会
館
、
全
国

教
育
文
化
会
館
で
17
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
、
助
言
者
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

見
学
分
科
会
は
３
ヶ
所
。
バ

ス
で
移
動
し
て
の
勉
強
会
で
す
。

私
と
須
田
さ
ん
は
社
会
保
障

の
お
話
に
行
き
ま
し
た
が
、
人

気
の
た
め
席
が
い
っ
ぱ
い
。
椅

子
が
足
り
な
い
の
で
壁
際
の
床

に
座
っ
て
お
話
を
聞
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

『
貧
困
循
環

ポ
デ
テ
ィ
.
サ
イ
ク
ル
』

労
働
者
が
生
涯
に
３
回
貧
困

に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
と
、
１
回
目
は
労
働

者
の
子
供
と
し
て
、
２
回
目
は

子
供
を
教
育
し
て
い
る
親
と
し

て
、
３
回
目
は
仕
事
か
ら
引
退

し
た
高
齢
者
と
し
て
貧
困
を
経

験
し
た
話
で
し
た
。

国
に
よ
っ
て
制
度
に
大
き
な

違
い
も
あ
り
ま
す
が
生
活
し
や
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母親運動のはじまり
1954年3月１日アメリカがビキニ環礁で水爆実

験を行い、平塚らいてうほか5名は全世界にむけ

て（国際民婦連と各国の団体へ）「原水爆禁止

のための訴え」を送りました。

母親・女性の願いは世界共通
「女性の憲法年連絡会」「国際婦人年連絡会」

など日本中、世界中の母親・女性は手をつなぎ、

みんなのパワーを集めて“平和・人権・平等”

の新しい時代をきりひらいています。

上記を登録する

と北部のイベン

ト等のお知らせ

や必要事項の掲

示、北部組合員

の要望の書き込

みができます。

北部分会ライン

日本母親大会2025のポスターに掲載の力強いイラストより

第１回日本母親大会 東京・豊島公会堂 1955年 （日本母親大会ＨＰより）

す
く
安
心
出
来
る
制
度
に
な
っ
て

欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

《
２
日
目
》
全
体
会
は
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ホ
ー
ル
Ａ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

日
本
全
国
か
ら
現
地
参
加
、
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。

『
戦
後
80
年
と
不
戦
の
決
意
』

講
師

布
施
祐
仁
さ
ん

（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

日
本
と
ア
ジ
ア
を
再
び
戦
場
に

し
な
い
為
に
各
国
の
平
和
運
動
に

協
力
し
て
核
兵
器
の
無
い
世
界
を

臨
む
、
瀬
戸
際
で
引
き
返
せ
る
勇

気
を
持
ち
、
全
て
の
核
兵
器
を
無

く
す
事
を
信
じ
る
事
が
大
切
で

「
世
界
中
の
人
と
友
達
に
な
っ
て

下
さ
い
。
真
実
を
突
き
止
め
て
勇

気
を
持
っ
て
行
動
し
て
子
供
も
育

て
て
下
さ
い
」
と
お
話
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

相
手
と
信
頼
関
係
を
持
ち
、
話

し
合
う
事
が
大
切
。

一
人
の
百
歩
よ
り
百
人
の
一
歩

を
大
切
に
力
を
合
わ
せ
て
前
進
あ

る
の
み
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
大
会
も
分
科
会
、
全

体
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
の
方

を
合
わ
せ
る
と
一
万
三
千
人
の
参

加
者
と
な
り
ま
し
た
。

生
命
を
生
み
出
す
母
親
は
生
命

を
育
て
生
命
を
守
る
こ
と
を
共
に

望
み
ま
す
。

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
下
さ
っ
た

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

右；小泉さん 左：須田さん


